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提案書評価基準 

１ 評価事項 

  表１ 

評価項目 評価の着目点 配点 評価 評価点 

第一次

評価 

業務実績等 

（30 点） 

類似施設における業務実績    

業務実施体制    

配置予定者の業務実績・経験等    

ワーク・ライ

フ・バランスに

関する取組 

（3 点） 

次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業

主行動計画の策定をし、労働局に届け出ている

（従業員 101 人未満の場合のみ加算） 

   

女性の職業生活における活躍の推進に関する

法律に基づく一般事業主行動計画の策定をし、

労働局に届け出ている（従業員 301 人未満の

み加算） 

   

次世代育成支援対策推進法に基づく認定（くる

みんマーク、プラチナくるみんマーク）の取得

をしている 

  

 

 

 

女性の職業生活における活躍の推進に関する

法律に基づく認定（えるぼし）の取得をしてい

る 

よこはまグッドバランス賞の認定の取得をし

ている 

青少年の雇用の促進等に関する法律に基づく

ユースエール認定の取得をしている 

障害者雇用に

関する取組 

（2 点） 

障害者雇用促進法に基づく法定雇用率 2.3％を

達成している（従業員 43.5 人以上）、又は、障

害者を１名以上雇用している（従業員 43.5 人

未満） 

   

提案内容 

（20 点） 

（課題１） 

効果的・効率的な行事開催に向けた 

支援について 

   

（課題２） 

閑散期の貸出業務の改善について 
   

（課題３） 

その他業務遂行上重要と考えるポイントと

取組み内容について 

   

第二次

評価 

ヒアリング 

（45 点） 
業務の理解度、取組意欲、実行力・調整力等    

評点の合計（100 点満点） 
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２ 評価方法 

（１）各評価項目について、次のように評価を行う。 

ア 業務実績等は、Ａ、Ｃ、Ｅの３段階評価を行う。 

イ ワークライフバランス、障害者雇用に関する取組は、Ａ、Ｅの２段階評価を行う。 

イ 提案内容は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階評価を行う。 

 

（２）評価点について、次のように配点を行う。 

ア ２段階評価の項目は、それぞれの配点に、換算した評価（Ａ＝１、Ｅ＝０とする。）を乗じ

て算出する。 

イ ３段階評価の項目は、それぞれの配点に、換算した評価（Ａ＝５／５、Ｃ＝

３／５、Ｅ＝１／５とする。）を乗じて算出する。 

ウ ５段階評価の項目は、それぞれの配点に、換算した評価（Ａ＝５／５、Ｂ＝

４／５、Ｃ＝３／５、Ｄ＝２／５、Ｅ＝１／５とする。）を乗じて算出する。 

例えば、表１において配点 15 点の項目の場合は、以下のようになる。 

評価がＡであれば評価点は 15×５/５＝15 点 

評価がＢであれば評価点は 15×４/５＝12 点 

評価がＣであれば評価点は 15×３/５＝９点 

評価がＤであれば評価点は 15×２/５＝６点 

評価がＥであれば評価点は 15×１/５＝３点 
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（３）各評価項目の評価の視点は表２のとおりとする。 

表２ 

評価項目 評価の着目点 
評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

業
務
実
績
等 

類似施設における業

務実績 

主な貸出スペー

スがオープンス

ペースである施

設の管理運営実

績がある 

 

オープンス

ペースを含

む施設の管

理運営実績

がある 

 

オープンス

ペースを含

む施設の管

理運営実績

がない 

業務実施体制 

日常業務、応援

体制ともに適切

に行える体制が

取れている 

 

日常業務に

ついて適切

に行える体

制が取れて

いる 

 

日常業務に

ついて適切

に行える体

制が取れて

いない 

配置予定者の業務実
績・経験等 

専任の従事者が
十分な経験等を
有しており、そ
の他の従業者も
十分な経験等が
ある 

 

専任の従事
者が十分な
経験等を有
している 

 

専任の従事
者が十分な
経験等を有
していない 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
取
組 

次世代育成支援対策

推進法に基づく一般

事業主行動計画の策

定 

策定している    
策定して 
いない 

女性の職業生活にお

ける活躍の推進に関

する法律に基づく一

般事業主行動計画の

策定 

策定している    
策定して 
いない 

次世代育成支援対策

推進法に基づく認定

（くるみんマーク、

プラチナくるみんマ

ーク）の取得、 女性

の職業生活における

活躍の推進に関する

法律に基づく認定

（えるぼし）の取得、

よこはまグッドバラ

ンス賞の認定の取

得、青少年の雇用の

促進等に関する法律

に基づくユースエー

ル認定の取得 

１つ以上を取得
している 

   
１つも取得
していない 
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障
害
者
雇
用
に
関
す
る

取
組 

障害者雇用促進法に

基づく法定雇用率

2.3%の達成（従業員

43.5 人以上）、又は、

障害者を１名以上雇

用（従業員 43.5 人未

満） 

達成している    
達成して 
いない 

提
案
内
容 

（課題１） 

効果的・効率的な行

事開催に向けた支援

について 

特に優れている 優れている 普通 やや劣る 妥当ではない 

（課題２） 

 

閑散期の貸出業務の

改善について 

特に優れている 優れている 普通 やや劣る 妥当ではない 

（課題３） 

その他業務遂行上重

要と考えるポイント

と取組み内容につい

て 

特に優れている 優れている 普通 やや劣る 妥当ではない 

 


